
令和７年度 第１回
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道路改築事業
町道大野原高原線
（法音寺工区）

道維－３

東彼杵町事業主体

再評価後変更（事業費）
再評価
の理由

全体計画

L=0.37km W=6.0m(7.5m)

事業箇所
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１．審議経過

概要Ｂ／Ｃ事業費
（億円）

工期
再評価の理由審議経過

完了着工

【工事概要】
延⾧0.37km
幅員6.0(7.5)m

2.472.4H29H25－当初
(H24新規)

【工事概要】
延⾧0.37km
幅員6.0(7.5)m

1.634.1R10H25事業採択後
10年経過

第１回審議
(R3)

【工事概要】
延⾧0.37km
幅員6.0(7.5)m

1.216.5R10H25再評価後変更
（事業費）

第２回審議
(R7)

2



３．目的・事業概要・これまでの経緯２．目的・事業概要・これまでの経緯

◆目的

本路線は本町の中心部と上彼杵地区を結
ぶ重要路線であり、バス路線でもある。
当該工区の整備により、本町の丘陵地域
の中心部を横断する広域農道とのアクセ
スが改善され、隣接する大村市や嬉野市
との物流、交流の活性化が期待される。

◆事業概要

L=0.37km計画延長等

W=6.0（7.5）ｍ幅 員

1,849台計画交通量（R22）

◆事業経過

事業化平成25年度

用地買収平成29年度

工事着手平成30年度

令和６年度末時点未供用

標準断面図

嬉野市

大野原高原線
(法音寺工区)

広
域
農
道

至大村市

上彼杵地区

至大村市

至佐世保市
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事業の進捗率 58.5％（事業費ベース）
用地進捗率 96.5％（面積ベース）

令和６年度末現在



３．事業の効果・必要性（国道・広域農道との円滑・安全なアクセス）

＜大野原高原線周辺道路の現状、問題点＞
■国道34号と広域農道のアクセス不良
・嬉野市に近接する丘陵部地区や川内、飯盛地
区について、大村市方面への主なルートは広域
農道の整備前は国道34号であり、彼杵中心部へ
迂回する必要があった。整備後は同じ丘陵部を
通る広域農道へのルートを選択する車両が増加
することが予想されるが、国道34号と広域農道
までのアクセスは幅員が狭隘なその他町道しか
ない。
■国道34号と町道川内線との交差部
・法音寺地区から町道川内線までの国道34号は、
連続するカーブが終了し直線部の下り勾配であ
るため、右折車両への追突事故等の危険性が
ある。

＜整備効果＞
■道路改良を実施することで、離合困難な道路環境が改善
され、又、国道34号と町道川内線の交差部に接続すること
で、併せて交差点改良を実施でき事業の効率化が図られる。

飯
盛

菅
無
田

大野原高原線
（法音寺工区）

国道34号と町道川内線との交差部

佐世保・大村方面から撮影③嬉野方面から撮影

その他町道狭隘部

①町道白丸線（国道34号を望んで撮影） ②町道菅無田２号線（国道34号を望んで撮影）

①
②

③
④

カーブ連続下り区間

至
大
村

佐賀県
嬉野市

彼杵中心部

至佐世保

事業箇所
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４．事業の進捗状況（事業費の見直し）

【事業費の増加】 4.1億円（前回） → 6.5億円（今回）

主な増額理由増 額事業費増の内容

交差点詳細設計に伴う構造の見直し、数量等の精査の結果約1.00億円①工法の決定

墓地移転詳細設計に伴う墓地移転費用の追加約0.65億円②補償費の追加

墓地移転詳細設計に伴う追加買収の発生約0.05億円③用地関係

週休二日対象工事による設計額の補正約0.15億円④基準等

材料費・人件費、等の単価上昇、諸経費率上昇による事業費増約0.55億円③その他

約2.40億円計

国
道
34
号

国道34号との交差点状況

移転予定墓地現況
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５．上位計画への位置付け・関連事業の状況

・第5次東彼杵町総合計画（2024～2033）における位置付け
第５次総合計画は、人口減少や少子高齢化が進む中、Society5.0時代の到来、災害の激甚化、感染症の流行に伴う生活様式の変化
など行政やまち全体が取り組む課題が複雑化・多様化している背景があることから、町民・地域・行政など、東彼杵町に関わるすべて
の人たちが、まちのめざすべき方向性を共有し、協力してまちづくりを進めていくための新たな指針として策定。
本事業は、総合計画の基本計画における自然環境・都市基盤分野の政策８において、「町内の道路整備を町民と協働で進め、安全で
安心な道路整備を推進」することとして位置付けられている。
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６．地元等の意向

広域農道整備に伴う周辺道路環境整備の経緯

平成19年～平成21年
・当時建設中であった広域農道に接続する町道の事業化について地元より要望

平成23年度 概略設計の実施

平成25年度 事業化決定

平成23年～平成24年
・大野原高原線（法音寺工区）の事業早期着手について地元より要望
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７．コスト縮減・代替案立案の可能性

◆これまで単独費で他工区流用土のストックヤードを確保するなど可能な限りコスト縮減を図ってきて
おり、現在事業延長L=0.37kmのうち、全区間が未供用であるが、２級河川彼杵川を渡河する橋梁（法
音寺橋）が完成しており、L=0.22kmを着手しているため事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減
や代替案の可能性はない。

国
道
34
号

全体計画 L=0.37km W=6.00(7.50)m 未供用

橋梁（法音寺橋）L=27.3m R3年度完成

着手済み

L=0.22km
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８．事業の投資効果

 費用対効果（B/C)

〔費用〕

・道路整備に要する事業費（工事費、用地費、補償費）、道路維持管理に要する費用

〔便益〕

・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕

・整備ありと整備なしの将来交通量推計結果を比較した場合、国道34号と広域農道のアクセス改善の効果

により広域農道の将来交通量が1.5倍～1.8倍に増加する。

〔マイナス要因〕

・事業費の増（工法の決定、補償費の追加、用地関係、労務費や資機材、諸経費等の価格上昇）

今回評価
(令和７年度)

前回評価
(令和３年度)

項目

3.63 ＝ 8.43億円／ 2.32億円7.05 ＝ 6.70億円／ 0.95億円残事業

1.21 ＝ 8.43億円／6.98億円1.63 ＝ 6.70億円／4.12億円全事業
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９．対応方針（原案）

本路線は本町の中心部と上彼杵地区を結ぶ重要路線であり、バス路線でもある。
当該工区の整備により、本町の丘陵地域の中心部を横断する広域農道とのアクセ
スが改善され、隣接する大村市や嬉野市との物流、交流の活性化が期待される。

現在事業延長L=0.37kmのうち、全区間が未供用であるが、２級河川彼杵川を渡河
する橋梁（法音寺橋）を含む区間延長の約２/３が概成していることから、事業効率
化に大きく寄与する新たなコスト縮減や代替案の可能性はない。

事業費の増加はあるものの、費用対効果は十分に見込まれる。
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対応方針
（原案）

継続


